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東京おもちゃまつり２０１２ 

 － 概要 ー 
 

日 程   2012年11月10日(土)、11日(日) 

 

会 場   東京おもちゃ美術館 及び 四谷ひろば  

         - 所在地：新宿区四谷4-20 旧四谷第四小学校 

         - アクセス：東京メトロ丸の内線「四谷三丁目駅」、 

                   都営新宿線「曙橋駅」より徒歩６分 

 

出店数   約90団体 

             （おもちゃコンサルタント および 木工職人） 

 

主催：認定NPO法人日本グッド・トイ委員会/東京おもちゃ美術館 

後援：林野庁、新宿区、新宿区教育委員会 

協力：株式会社内田洋行    

助成：積水ハウス マッチングプログラム（森のめぐみの子ども博） 



- イベント内容- 

 １． 遊びとおもちゃの縁日 

 ２． 森のめぐみの子ども博 

 ３． 東京おもちゃ美術館   他   



専門家200名が得意技で勝負 

「遊びとおもちゃの縁日」 

おもちゃと遊びの専門家である 

「おもちゃコンサルタント」 

200名が全国から集結！ 

60のブースが校舎内に軒を並べる。   



物づくりの喜びを子どもたちに 

「遊びとおもちゃの縁日」 

手づくりワークショップが充実。 

竹や草花を使った伝承玩具、 

布おもちゃ、万華鏡など、 

作る楽しさを存分に味わえる   



遊び中心の楽しい子育てを 

「遊びとおもちゃの縁日」 

江戸時代から伝わる「投扇興」、 

珍しい世界のおもちゃの販売など 

国内外の遊び文化と出会い、 

子も親も楽しい子育て社会を！   



見て、ふれて、買える 

森の大博覧会 

「森のめぐみの子ども博」 

日本全国から木工職人が大集合 

おもちゃで遊び、職人と話す 

親子で楽しむ木製品の見本市 

目指すは、おもちゃの地産地消 



生涯“木育”で森が守られる 

「森のめぐみの子ども博」 

木製品のファンが増え、 

国産材の活用が高まることは 

荒れた日本の森を 

守ることにつながる 



吉野杉の折り紙 （奈良県吉野郡） 

“木”んぎょすくい （栃木県鹿沼市） 

新たな木の文化との出会い 

「森のめぐみの子ども博」 

東京おもちゃ美術館がセレクトした 

体験ワークショップも充実 

全国各地の木に親しむことができる 

北海道、青森、栃木、埼玉、長野、岐阜、

奈良、沖縄、他   



おもちゃで遊んで会話する 

「東京おもちゃ美術館」 

教室を活用した10の展示室に 

約5000点の玩具を展示。 

実際に触って楽しむことができる。 

1400名の寄付者と 

ボランティア200名の力によって 

支えられる“市民”立ミュージアム 



会場を華やかにする芸人たち 

「大道芸＆パフォーマンス」 

10名の大道芸人が 

会場内の各所で随時上演 

パントマイム、紙芝居、獅子舞など 

アッと驚くパフォーマンスがたくさん 



有名パティシエも登場 

「グッド・トイ Café」 

クッキーやキッシュのお菓子屋さん、 

京都発のいちごのお菓子の専門店 

など、人気のお店がおもてなし。 



おもちゃももらえる！ 

おもちゃ美術館メルマガ読者
限定。プレゼント登録で、作っ
て遊べる、話題のポストカード
トイをプレゼント。 



※昨年度版 

























GO  

http://goodtoy.org/ttm/matsuri/ 


